
2017年10月22日  週間メッセージ祈りのカード  “2017年第2 RUTC時代－第2 RUTC運動と私+教会+現場”       (資料提供: インマヌエル・ソウル教会  http://www.darak.net、 htpp://www.jcking.net) 

産業宣教：OMCと第2のRUTC運動 (41)－ 釜山、慶尚南道連合集会 － 

「みことばフォーラムチーム」 

聖日１部：全信徒みことばフォーラム (Ⅰサム7：3－14) 聖日２部：イスラエルのもっとも重要なこと (Ⅰサム16：13) 伝道学：伝道者の生活と第2のRUTC運動 (41)「全信徒みことばフォ

ーラム」(使1：14) 

 

1．出エジプト 

1) 出3：16－18 

2) ヨシ3：2 

3) ヨシ3：3－4 

4) ヨシ3：6 

 

2．出バビロン 

1) ハガ1：1－6 

2) ハガ2：1－9 

3) ハガ2：20－23 

 

3．出ローマ 

1) 使19：21 

2) 使23：11 

3) 使27：24 

 

 

 

 

核心訓練：Remnant Day 11月学院福音化メッセージ (使徒の働き) 

 

1課 はじまりの時刻表（使徒1:1～8） 

1.カルバリの丘の契約をくださいました 

2.オリーブ山の契約をくださいました 

3.マルコの屋上の間の契約をくださいました 

  

2課 答えの時刻表（使徒2:1） 

1.最高で最大の答えをくださいました 

2.重職者の時刻表がありました 

3.宣教の時刻表がありました 

 

3課 いやしの時刻表（使徒3:1） 

1.ペテロとヨハネがエルサレムの神殿に祈りに行く途中に起こったこ

とです（使3:1～12） 

2. ステパノのことから起こった迫害によって散らされた人々が福音を 

3.パウロがエペソで二年間、弟子たちを別に訓練させたとき、偶像文

化が崩れて、アジヤに福音が宣べ伝えられました（使19:8～20） 

  

4課 更新の時刻表（使徒19:21） 

1.迫害はより大きな門が開かれる時刻表です（使8:1～40） 

2.迫害は更新の時刻表です 

3.新しい転換点の時刻表です 

＊序論 

▲私は40年前に、かわいそうな私を見た。どのようにすればご飯を食べ

て生きられるかと考えるかわいそうな私を見た。それで神様の前で重

要な決断を下した。私は神様の恵み、この感謝な福音を聞くこともでき

ない人々に伝える。それで10年間、現場を走った。みなさんに会って30

年間、走った。神様の前に下した決断が何か。もし私が地位が与えられ

れば、命をかけてすることで、地位が与えなければ命を賭けて助け

る。私はただ福音だけ伝える!いまは、みなさんの決断が必要だ。今、

イスラエルはペリシテの危機、世の中の危機に会った。神様が願われ

ることで決断を下すのだ。 

▲いま重要なことを回復しなければならない。 

 

1.ひとりの女性の祈り-重職者の契約的祈りを回復しなさい。 

▲幼いサムエルを神殿に送ったハンナは、その日から正しい祈りが続い

たのだ。ひとりの女性の祈りがペリシテの暗やみ、既成世代の暗やみ

を防いだのだ。重職者が握った契約的祈りだ。みなさんが今日、本当

に祈りを回復しなさい。神様がヨシュアのようにみなさんを高い地位に

上げれば高い地位で忠誠にして、カレブのようにお手伝いをさせれば

お使いとして忠誠にして･･･ 

 

2.教役者の契約的祈りを回復しなさい。 

▲サムエルのことばは一言も地に落ちなかった。ひとりの教役者の契約

的祈りだ。幼いサムエルが祈り始めたのだ。ペリシテの必死のあがき

に勝ち抜いた。教役者の本当の祈りは、その暗やみを防ぐ。一気に終

わる!神様は立派な者、力ある者を必要としない。契約の中にいる人を

必要とされる。それなら、なにが国家に必要なのか。サムエルひとりが

国家の暗やみを完全に打ち砕いてしまった。 

 

3.全教会信徒、すべての民の契約的祈りが必要だ。 

1)ミツパに集まりなさい!簡単に話せば、人間を滅亡させる全てのものを捨

てなさい。あなたと次世代と民族と世界を生かせることで心を集めなさ

い。聖霊が働けば再創造の働きが起きる。 

2)ミツパに集まるということを知ってペリシテが攻め込んだ。ペリシテに勝

つ力はサムエルに、国民にない。ところが、他の武器がある。そのミツ

パの集いに聖霊が働かれたのだ。神様がペリシテをみな倒してしまわ

れた。「エベン・エゼル」の記念碑を残した。 

3)13節にサムエルが生きている間にはペリシテが攻め込むことができな

かった。サムエルが生きている間には戦争が終わった。みなさんが行

く所には戦わずに暗やみの勢力が崩れるだろう。 

▲今日、契約的祈りを回復しなさい。どのように回復するべきなのか。私

たちが火の中で入るの主が救い出してくださらなくても・・・それが契約

的祈りだ。ダニエルが調書に印が押されることと分かっても、エステル

はひょっとして私が死ななければならないなら死にますといった。止め

られない祈りだ。マルコの屋上の間に集まれば殺すと言ったが、そこ

に集まった。私たちのインマヌエル教会とタラッパン家族は、みんなミ

ツパに集まりなさい!契約的祈りを正しく回復しなさい!今日、この答えが

みなさんに始まるだろう。この答えがまた伝えられるだろう。 

＊序論 
▲30周年を迎えたインマヌエル教会に未来回復だ。それなら、どのよ
うに回復するのか。「イスラエルの最も重要なこと」が何かを分かれ
ば良い。レムナントが行く所ごとに「最も重要なこと」がなにかを見な
ければならない。これから私たち歩いていかなければならないとこ
ろに最も重要なことは何か。イスラエルの最も重要なこと、この時代
に最も重要なこと、みなさんがこれから外に出て行ったとき、最も重
要なことはなになのかを見れば必ず勝利する。 

▲神様がダビデを通して重要な準備をされる。神様がダビデを通し
て、どんなのを与えられたのか 

 
1.誰も見ることができない未来を分かるようにされた。 
▲難しいという方たちは、底辺に降りて行って契約を握りなさい。そこ
で最も高いところを狙わなければならない。 

1)サミット-サムエルとダビデにくださったのがサミットだ。これからあ
なたを高く上げて用いる。 

(1)詩78:70-72だけしなさい。実力と信仰、霊性と知性、技術と信仰 
(2)Ｉサムエル17:35、獅子、熊も勝つ最高のサミットになった。 
2)油をそそがれて王になることを分かるようにされた。 
3)サムエルはペリシテを防いだが、ダビデはペリシテを征服するよう
になる。 

▲未来が確実な人は現実を見て恐れない。未来が確実ならば、希望
があれば耐えられる。神様がくださった確実なことを握りなさい。 

 
2.誰も与えられない霊的な力を与えられた。(Ｉサムエル16:13) 
▲これを神様がくださって、これを持つのだ。Ｉサムエル16;13、主の霊
が激しく臨んだのだ。誰も防止できない力をみなさんに与えられる
だろう。 

1)モーセに与えられたように・・・ 
2)サムエルに与えられたように・・・ 
3)この力をダビデに与えられた。 
▲それならば、この力をインマヌエル教会やレムナントに与えられる
だろう。神様が与えられる力、未来、神様が与えられる力を握りなさ
い。 

 
3.国家もできない237か国を生かす神殿を建築しなさい。 
▲これがダビデに与えられたのだ。止められない。 
1)ソロモンを通して世界福音化になった。 
2)ハガイ2:1-9、ハガイ預言者を通して、天と地、海と国々が揺り動かさ
れる。主の御告げ。 

3)初代教会のような契約を握りなさい。 
 
＊結論-証拠(どんな証拠がきたのか) 
1)重要な事件が広まっている。誰も勝てないゴリヤテが攻め込んだ。
こういうチャンスがくる。いくら大きくて危険なことでも、神様の計画
(みこころ)ならばできる。 

2)サウル王がずっと困らせたがダビデはこれのために勝利した(詩
23:1、主は私の羊飼い。私は乏しいことがありません) 

3)全世界の偶像がどんどん起きるとき、契約の箱は風が吹く所にあっ
た。契約の箱を置く神殿・・・ダビデの胸に釘が打ち込まれた。それ
ゆえ、すべての力と祝福を神様がダビデにみな集められた。 

▲次世代が契約として握って、胸によく打ち込まれた釘のように打ち
込まれて、世界を征服するようにしてください。(伝12:11、イザヤ
22:23-25) 

1．理由 
1) 誤ったこと   2) 異なること   3) 滅びること  

2．内容 
1) 使1：1    2) 使1：3    3) 使1：8 

3．目標 
1) 神様の私   2) 神様の私のこと  3) 神様の私の現場 
 

区域教材42課＊10月の主題 ＊ 伝道者の生活 － 人生段階別契約、3つの今

日、伝道戦略、信仰の土台、五つの力;伝道者の生活と10の信仰の土台(Ⅰ歴29：

10－14) 

 

富と誉れは御前から出ます。あなたはすべてのものの支配者であられ、御手

には勢いと力があり、あなたの御手によって、すべてが偉大にされ、力づけら

れるのです。 (12節) 

序論 / メッセージの流れ 

本論  

1．先に味わうこと － 神の子どもに与えられた7つの祝福 

1) キリストの奥義 (マタ16：13－20、Ⅰコリ4：1－2) 

 － 王(Ⅰヨハ3：8)、預言者(ヨハ14：6)、祭司(マコ10：45) 

2) 三位一体神様のみわざ (マタ28：18) 

 － 聖なる父神様(みことばの成就)、聖なる子神様(祈りの答え)、聖霊なる神

様(救い、働き、導き) 

3) 祈りの答えの特権と奥義 

4) 私の生活の現場に準備された神様の伝道の祝福 

5) 神の子どもに与えられた7つの祝福 

6) 未信者の状態6つを解決して生かす権威と祝福 

7) 福音刻印、根、体質の祝福 (使1：1、3、8) － キリストで十分、完全、すべて 

 

2．確信すべきこと － 神の子どもの10の信仰の土台 

1) 神様の絶対主権 (Ⅰ歴29：10－14、Ⅰサム2：1－10、伝3：1－10、イザ64：8) 

2) 神様の方法 － 歴史の主人公イエス・キリスト (エペ1：1－13、使1：1－

11、4：12、ヨハ14：6、マコ10：45、Ⅰヨハ3：8、マタ16：16) 

3) 神様のみわざ － 聖霊 (ヨハ14：16－17、14：26－27、使1：8、Ⅰヨハ2：1－

27、Ⅰコリ2：10－12) 

4) 神様の保証 － 聖書 (Ⅱテモ3：14－17、ヘブ4：12、イザ40：8、マタ5：1－

18、黙1：3) 

5) 神様の神殿 － 信徒の価値 (Ⅰコリ3：16、エペ4：11－12、Ⅰペテ2：9、詩

16：3、116：15) 

6) 神様の計画 － 真の宣教地 (生活の現場、使18：1－4、創39：1－6、1：13－

14、ピリ1：1－2) 

7) 神様の統治 － 生死、災い、祝福の主観者 (詩139：1－10、マタ10：28－

29、詩81：1－16) 

8) 神様の摂理 － 限られた人生 (死と裁き、ヘブ9：27、ルカ16：19－31、Ⅱコ

リ6：2) 

9) 神様の裁き － 来世の実存 (天国と地獄、ルカ16：19－31、黙14：9－11、

22：10－12) 

10) 神様の報い － 伝道者の報い (最高の価値、マタ10：40－42、マコ10：29

－30、黙22：10－20、ダニ12：3、Ⅰテサ2：19－20) 

 

3．残すこと － 伝道者が残す人生作品 

1) 信仰作品 － 福音、祈り、伝道、弟子のモデル 

2) 伝道作品 － 文化作品 

3) 技能作品  

  － 3企業 (社会的、福祉的、宣教的企業)、3弟子 (Holy Mason、Remnant宣

教師、秘密決死隊)のモデル 

 

結論 

三つの契約 (カルバリの丘、オリーブ山、マルコの屋上の間の契約) 

 



 

 

1) 聖日1部(10月15日)→霊的な疎通が起きる教会 (ヨシ3：1ー4) 

神の子どもとなった私たちが滅亡されないように、エジプトのすべてのあかを脱いで、神様の力を体験させて、世界福音化

させてくださり感謝します。すべての重職者が起きて契約とみことばを伝えて、すべての信徒たちが霊的に疎通する教会に

なりますように。神様の確実な契約とみこころを握ってヨルダンに入る信仰を与えてくださり、奇跡を体験して証しできますよ

うに。堂々と契約を握って次世代に残す証拠を握りますように。私、教会、現場のヨルダンを渡って生かしますように。イエ

ス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン。 

 

2) 聖日2部(10月15日)→エリコを崩す技能産業人 (ヨシ6：1ー7) 

逃してしまった技能宣教の答えを必ず受けるように、霊的サミット、技能サミット、文化サミットの答えを持って、世の文化、

サタンの文化を崩してくださり感謝します。すでに与えられた契約と重要な答え、絶対計画を握って祈りながら、神様と霊的

疎通した人々のワンネスを通して、技能を生かしてエリコを崩しますように。エリコに対する現場分析と未来分析を通してエ

リコを崩して征服できますように。天から与えられる力を得て、勝利しますように。イエス・キリストの御名によってお祈りし

ます。アーメン。 

 

3)区域教材(10月15日)→ 42課:伝道者の生活と伝道戦略(みことばの流れ,マタイ28:16-20) 

①イエス様の弟子訓練-少数を呼ばれること+ともに+手本+十字架+助け主聖霊(分与)+代任+背景説明 

②伝道(マタイ28:16-20)-要員化+現場化+弟子化+教会化+伝道化(再生産) 

③最後の約束(マルコの屋上の間,20の戦略)-基礎5つ(タラッパン、チームの働き、ミッションホーム、専門教会/働き、地教

会)+合宿5つ+システム5つ+未来5つ 

④結論- 3企業(社会/文化企業、福祉企業、宣教企業)、3弟子(秘密決死隊、RM、Holy Mason) 

 

4)テキコ集い(10月15日)→ 限界 

①海外チーム-海外チームの限界は土台がないこと→ 現場で300人導き+30人弟子+3人指導者→ この目標をおいて動

きなさい。 

②テキコチーム-テキコチームの限界はすべての現場を全部行ける状況でない→ 仮想地教会を置いてキャンプをして実

際に地教会になるキャンプをしなさい。 

③教役者チーム-教役者チームの限界は事実位置がないことだ。私が思うとおりにできなくて→ 教会の中にある組織と

集いを通して、伝道チーム、みことばチーム、祈りチームを組織しなさい。 

④重職者-重職者の限界は力がないことだ→ 今から最後の開始をしなさい。集中時間を持って、残った人生に24時する

ことを見つけて、霊的サミットに行くのだ。 

 

5)新しい家族および現場働き人修練会(10月17日)→ 

▲1講:福音の中にあること→ 福音を味わうこと 

①福音(契約)の開始を知らせなさい→ ガラテヤ2:20(12を持っている私を捨てなさい+キリストが私を治められること+神様

が造られた私/神様がくださった私のこと/神様が備えられた私の現場を見つけなさい!)→いやし(再創造,Ⅱコリント5:17) 

②福音(契約)の旅程があることを知らせなさい→ 教会史の流れ(福音の流れ、濡れ衣を着せられた異端、切り株)+契約の

旅程(Remnant→ 切り株/新しい芽/残った者)+第1(62集中)、2(すべての弟子がいる所にRUTC)、3RUTC(目に見えない

世界へ入って,勝利) 

③福音を味わうことが実際にどうなるのか→ 世の中の成功は偽りの成功+人々が苦しむ声、あがくのはうめき声+科学/

文化/物質文明の発展は災いを作り出すようにさせる。福音を味わうことを通して災いを防がなければならない。 

④結論-神様に用いられる者の特徴,「主の霊が宿る者」 

▲2講:最も味わうこと-みことば(使徒1:3)→ みことば成就 

①序論-みことばが実際にどのように成就されるのか。生活-私たちの小さい現場と生活がみことばを成し遂げるのに用

いられる。教会-神様のみことばが正しく流れなければならない。教会の外(現場)-レムナント(福音の根を持った人、新

しい芽のようなレムナント、散らされた者)を通じてみことばを成し遂げて行く。 

②教役者の講壇-創世記14;14-20アブラハムとメルギセデク、アロンの芽が出た杖、荒野の幕屋運動、ミツパ運動、ドタン

の町運動、ハガイ2:1-9,使徒2:14-21 

③みことばが重職者に生きて働くべき－出3:16-18,ヨシュア3:1-4,ヨシュア6:1-20,ハガイ2:1-2,使徒2:42,使徒11:19,使徒13:1,

使徒19:21 

④このみことばをレムナント、新しい家族、多民族に伝えなさい-使徒1:1,3,8,使徒17:1,使徒18:4,使徒19:8,未信者状態に陥っ

ている人々を集中していやし 

⑤結論-霊的問題(刻印,根,体質をひっくり返しなさい)+ローマ16:25-27を見なさい+カルバルの丘(ヨハネ19:30)/オリーブ山

の集中(使徒1:3)/マルコの屋上の間の力体験(使徒2:1-47) 

▲3講:最も見つけること-祈り→ 3つの祈り(3つの状況) 

①序論-祈ること、答えがくることよりさらに重要なのが霊的状態だ。問題、困難がくれば霊的状態からはやくチェックしな

ければならない。(レムナント7人、ダニエル6:10,使徒2:1-13,使徒13;1-4,使徒16:6-10,使徒19:1-7,使徒28:30-31) 

②見つけるべき祈り-ただを見つけることだ→ 使徒1:1,3,8,使徒1:14,使徒2:42を深く黙想+霊的システムをそろえなさい(集

中、サミット)+ただ/唯一性/再創造が見える。 

③なりたつ祈り-答えの中の答えだ→ レムナント7人(困難→ 土台),レムナント7人を育てた人 ,々出エジプト/出バビロン/

出ローマの人々を見なさい. 

④見える祈り-征服→ ローマ16:25,ローマ16:26,ローマ16:27が見える。 

⑤結論-集まったとき62をしなさい(目/口/耳→ 脳,考え→ 潜在意識,黙想→ たましい) 

 

6)産業宣教(10月21日)→ OMCと第2 RUTC運動(41)- (釜山)慶尚南道連合集会)みことばフォーラムチーム 

▲私のサミットの時間(集中)を持たなければならない。この祝福される幸せな時間があるとき、みことばが伝えられる。神

様のみことばが生きて働く部分を見て伝達する主役にならなければならない。未信者に教会の中に伝えられなければ

ならない。出エジプト、ツラノの運動が起きる。 

①出エジプト→ 出3:16-18、ヨシュア3:2、ヨシュア3:3-4、ヨシュア3:6 

②出バビロン→ ハガイ:1-16、ハガイ2:1-9、ハガイ2:20-23 

③出ローマ→ 使徒19:21,使徒23:11,使徒27:24 

 

7)伝道学(10月21日)→ 伝道者の生活と第2 RUTC運動(41)-全教会員みことばフォーラム(使徒1:14) 

▲伝道する団体のメッセージ+教会の講壇メッセージを持って+伝道者のサミットの時間がなければならない。この三つが

できなければ、誰がなんと言ってもできない。私がサミットの時間があってこそサミットになって,維持できる。このことば

をわかった教会員のみことばフォーラムが必要だ。 

①理由-世の中と宗教で話すのは違ったこと,他のもの,ほろびるために･･･ 

②内容-使徒1:1キリスト,使徒1:3神の国,使徒1:8聖霊の働きが必要だ。 

③目標-私中心でなく神様が造られた私+神様の私のこと+神様の私の現場→ 先にメッセージを正確に握るようにしなさ

い!→ 集中!(40日間,使徒1:14,使徒2;1,使徒2:42) 

 

8)核心訓練(10月21日)→ 第2 RUTC運動(41)-レナントデイ(学院福音化)-使徒の働き(時刻表) 

▲サミットの時間を持ちなさい(なぜか?サミットなるから・・・)+どのように?(集中→みことばを持って深い祈りに入って,本を

見ながら深い祈りの中で,勉強に集中しながら深い祈りの中で,サミットで行けばますますすべての流れが見える)+サミ

ットに行くとき,来る答え(いやし,力,みことばが成就しながら/祈りが成就しながら,未来が見える→ 福音を味わう霊的サミ

ット(すべてが見える)+技能サミット(勉強/産業/職場-再創造)+文化サミット(戦わないで勝利) 

①開始の時刻表(使徒1:1-8)-使徒1:1,3,8とフォーラムをしてこそ私のことになる。 

②答えの時刻表(使徒2:1)－使徒2:1-47の答えの時刻表をフォーラムしてみなさい。 

③いやしの時刻表(使徒3;1)-美しの門(使徒3:1),サマリヤ(使徒8:4-8),ツラノ(使徒19:8-20) 

④更新の時刻表(使徒19:21)-患難は門、転換点、機会だ。 

⑤結論(使徒1;1,3,8)-霊的サミット、技能サミット、文化サミットを目標に行くのだ。今日から練習することが一つある。どこに

でも行けば見つけること(ただ)+待つこと(唯一性の答え)+挑戦すること(再創造が見える。その時は聖霊の力で挑戦する

のだ)がある。 

 

9)区域教材(10月22日)→ 43課:伝道者の生活と10の信仰の土台(I歴代29:10-14) 

週間メッセージの流れ(2017.10.15.-2017.10.21.) 


